
  

今回ご紹介した「“見立て”と“●●●”」 

●に当てはまる言葉をお答えください！ 

答えは、ハガキか Eメールで ①住所 ②氏名 ③年齢 ④クイズの答え ⑤くれよんの感想・

ご意見をご記入のうえ、下記の宛先までご応募ください。抽選で３名様にＱＵＯカード

（1,000円）をプレゼントいたします。（当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせてい

ただきます）【応募締切】令和７年 3月 31日（消印有効） 

 基本プラン 
天災・地震 
補償プラン 

保険料 ３５０円 ５００円 

 

 ボランティアセンターに登録しておら

れる個人ボランティアの方、登録団体

の方に更新の書類を送付いたします。 

安心してボランティア活動を行うために 

2024 年度のボランティア活動保険

の補償期限は 2025 年３月 31 日で

終了します。 

2025年度の４月以降の加入につい

ては３月から申し込みができますの

で、ボランティアセンターまたは社会

福祉協議会でお早めに手続きをお願

いします。 

２月３月の休館日 

２月 

2 日 3 日 9 日 10 日

11日 16 日 17日 23 日

24 日 25 日 

３月 

2 日 3 日 9 日 10 日

16日 17日 20日 23日

24 日 30 日 31 日 

ボランティア活動保険の更新 

「どんなボランティア活動があるの？」「その活動の魅力はなに？」また、

「ボランティアに行きたいがどこかある？」という皆さんからのお声に答

えるため、今回「ボランティア活動メニュー 一覧」と「活動先施設一覧」

を作成しました。ボランティアに関心がある方は、ボランティアセンター

で閲覧ができますので、お気軽にお問い合わせください。 

「ボランティア活動メニュー」と「活動先施設一覧表」が出来上がりました！ 

ホワイトボード前に

設置しています 

●登録団体は登録を継続される場合、2024 年度

の活動報告書、2025年度登録票の提出をお願

いします。登録を取り消される団体は、所定の

用紙を送付いたしますのでご連絡ください。 

宛 先 ：〒857-0864 佐世保市戸尾町 5-1 させぼ市民活動交流プラザ 1階 

佐世保市ボランティアセンター「ボランティアクイズ」係 

E-mail：kureyon@sasebo-shakyo.or.jp 

佐世保市社会福祉協議会 ボランティアセンター 

〒857-0864  

佐世保市戸尾町 5-1 させぼ市民活動交流プラザ 1階 

TEL：0956-23-3905／FAX：0956-42-0102  

E-mail：kureyon@sasebo-shakyo.or.jp 

時間／10:00～18:00（火～土） 

休館日／月・日・祝日・年末年始・プラザの休館日 

 

 

●個人の方は、2025年度の「個人ボランティア活

動希望申込書」の提出をお願いします。登録を

取り消される方は、その旨をご連絡ください。 

させぽん 

次回のくれよんは４月の発行予定です。おたのしみに～！(*^_^*)♪ 

ボランティア情報を直接お届け！ 

LINE公式アカウントがあります。 

20２４年度  第６号 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ 日 

＠２２７ａｔｕｒｌ 

 

「くれよん」はボランティアの方々のご協力によって発行されています。 
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オルゴール」 

耳で聴くのはもちろん、天板に触れて感

じる振動で音楽を楽しむことができます。 

Ｓａｓｅｂｏ北斗七星 

早岐児童センターにて 

オルゴールコンサート 

ボランティアの皆さんへ登録更新のお願い 



 

施設でボランティア活動を行う際は、体調管

理と感染予防のためマスクの着用をお願いした

いとのことでした。 

ボランティアセンターでは、施設でのボラン

ティア活動をご紹介していますので、お気軽に

お問い合わせください。 

令和６年 12 月 21 日、大野地区コミュニティセン

ターにて『第３回ボランティア学習会』を開催し、25

名の参加がありました。 

 今回のテーマは、『障がい者（児）の理解・接し方に

ついて』と題し、社会
しゃかい
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永山
ながやま

 加奈子
か な こ

 氏を講師としてお招きし、講話をして頂

きました。 

【 日時 】 令和７年３月２１日（金） １０：００ ～ １１：３０ （開場：９：３０～） 

【 場 所 】 アルカス SASEBO ３階 大会議室 （佐世保市三浦町 2-3） 

【申込み・参加費】 申込不要・参加費無料 

詳細、お問い合わせは、ボランティアセンターまでお願いします。 

 令和６年 12 月 7 日、早岐児童センターにて、当セン

ターの登録ボランティア Ｓａｓｅｂｏ
さ せ ぼ

北斗
ほ く と

七星
しちせい

 松永
まつなが

 

秋子
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さんをお招きし、「オルゴールを聴いてみよう・作っ

てみよう」が開催されました。 

 松永さんはハンドリングw
タブル

－face
フ ェ イ ス

オルゴール演奏者

で、カフェや美術館、施設などで演奏活動をされています。 

 今回は松永さんに教えてもらいながら、子どもたちが手

回しオルゴール専用紙に思い思いに穴を開けて、自分だけ

のオリジナルのメロディを作り演奏しました。 

 

 

 支援に用いる「見立て」と「手立て」 

見立てとは？ 

個人個人のニーズや状況を評価し、どのようなサポートが必要かを判断するプロセスのこと。 

● 個人の状況は背景を正確に理解することが不可欠 

●「主観」「思い込み」ではなく、常に客観的な視点が大切 

手立てとは？ 

見立てに基づいて策定される具体的な計画や介入方法のこと。 

● 個人に合わせた具体的な支援策の提供に重点を置く 

● 根拠を求められるため、記録に残すことが必要 

 デジタルとは一味違うオルゴールの柔らか

な音楽に、心が癒され、参加した子どもたちの

笑顔で聴き入る姿が見られました。 

 Ｓａｓｅｂｏ北斗七星 松永 秋子さんへの

活動依頼はボランティアセンターへお問い合

わせください。 

ボランティア学習会 ～障がい者（児）の理解・接し方について～ 

３月に災害ボランティア講演会開催予定 

手回しオルゴールの調べにのせて 

この情報紙は「赤い羽根共同募金」の配分を受けて作成しています。 

Ｓａｓｅｂｏ 北斗七星 

近年の災害ボランティア活動は、災害時に行政だけでは対応できない被災者からのニーズ

にきめ細やかに対応できる力として各被災地で大きな役割を果たしています。 

今年度も、市民の皆さまに防災意識及び災害ボランティアへの関心を高めてもらい、災害

にも強い地域づくりを目指すことを目的に「災害ボランティア講演会」を開催します。 

 

オリジナルオルゴール作りの様子 

社会福祉法人蓮華園 桜が丘学園 

永山 加奈子 氏 

Ｓａｓｅｂｏ北斗七星 

松永 秋子さん 

学習会の様子 

報告 

 講話では、知的障がいと発達障がいの違いと類似する特性、支援に用いる「見立て」と「手

立て」、障害福祉分野における課題、施設での取り組みなどの紹介があり、参加者からは、多

くの意見と質問が寄せられ、障がいに対する理解が深まりました。 


